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＜ごみ分別・マナーシリーズ：個別編（２）＞

缶・びん・ペットボトルの分別・マナー

シーアイハイツ和光管理組合

本シリーズの個別編第２弾として、今回は

缶・びん・ペットボトルの分別・マナーにつ

いてご紹介します。

缶・びん・ペットボトルには、再資源化（リ

サイクル）・再使用（リユース）できるものが

多く含まれています。和光市では、「和光市分

別収集計画」（注１）に則ってリサイクルのた

めのごみ収集を実施しています。これを受け

て、シーアイハイツ和光では、それぞれに専

用の回収かごが備え付けられています。是非

とも確認し、分別を心掛けてください。

なお、一部のごみについては管理組合が資

源ごみとして独自に処分（売却）しています。

資源ごみの回収業者による買取と市の補助金

交付により、管理組合は平成２９年度には約

240 万円(未収金を含む)の収入を得ています。

分別 小分別 ごみの出し方【理由等】
１．缶類

アルミ缶・スチール缶
は管理組合が独自に処
分（売却）しています

  

アルミ缶 スチール缶
マーク   マーク

アルミ缶（食品・飲料用）
・アルミ精錬所を経て自動

車部品、OA 機器等のア
ルミ製部品にリサイク
ル

スチール缶（食品・飲料用）
・製鉄所を経て建築資材な

どにリサイクル

・軽く水洗いをして内容物を除去し、
【効率的な再利用】

・軽く押しつぶして、  【かさの減少】
・アルミ缶（本体とプル栓）

→アルミ缶回収カゴ①へ
・スチール缶（本体とプル栓）

→スチール缶回収カゴ②へ
・できれば、投棄は日・祝日を除く、月か
ら土曜日（土曜は 1５:00 まで）

【抜き取り行為の防止】
缶のふた ・不燃ごみ回収カゴ⑥へ（金属のふた専用

回収皿がある棟はこの皿へ）
２．ガラスびん

（平成 30年 6月より、
ガラスびんは、単回使
用びん（ワンウェイ
びん）、一升びん・ビ
ールびん（リターナブ
ルびん）の区別なく一
般のびんとして回収さ
れています。）

ガラスびん
・カレット（破砕した状態

のガラス屑）→融解処理
され、新しいびん、アス
ファルトや建築用断熱
材、歩道タイル等にリサ
イクル

・びん（割れ、欠けがないもの）
→軽く水洗いをして内容物を除去し、
→透明、茶色、緑色（その他の色）の色
別に分けられた空きびん回収カゴ③
～⑤へ      【効率的な再利用】

→横にして回収カゴへ
【雨水混入の回避】

・栓
→びんから取り外して、
→不燃ごみ回収カゴ⑥へ（金属のふた専
用回収皿がある棟はこの皿へ）

→コルク等が含まれる栓は不燃ごみ回
収カゴ⑥へ

注：ビールびん・牛乳びんは、通常、販売
店や生協などが回収し再使用されてい
ますので、そちらを優先してください。

・汚れたびん、乳白色びん、
農薬びん

・割れ・欠けのあるびん

・不燃ごみ回収カゴ⑥ヘ
【資源ごみとして不可】

・割れたびん、欠けたびん
→中身の確認できる袋に入れて不燃ご
み回収カゴ⑥ヘ   【危険防止】
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分別 小分別 ごみの出し方【理由等】
３．ペットボトル
  （注２）

ペットボトルは管
理組合が独自に処
分（売却）してい
ます

PET マーク

ペット(PET)ボトル
・PET：合成樹脂の一種である

ポリエチレンテレフタラー
ト

・PET マークのボトルは PET
以外の物質が入っていない
ため、衛生安全性が確保さ
れた重要なリサイクル資源

・(財)日本容器包装リサイク
ル協会で、化学的に分解し
て PET ボトルに、または細
かく砕いて衣料品、卵パッ
ク、洗剤ボトルなどにリサ
イクル

・ペットボトル本体
→軽く押しつぶして、 【かさの減少】
→軽く水洗いをして内容物を除去

【PET 以外の成分混入を回避】
→ペットボトル専用の回収ネット袋⑦
ヘ

・PET ではないキャップ、ラベル
→ボトルから取り外して、
→キャップ専用の回収カゴ⑧、ラベルは
プラスチックコンテナ⑨ヘ

・汚れたペットボトル
→燃やすごみコンテナ⑩ヘ

【資源ごみとして不可】

缶類の回収カゴ

①アルミ缶回収カゴ ②スチール缶回収カゴ

びん類の回収カゴ

③空きびん回収
カゴ：透明

④空きびん回収
カゴ：茶色

⑤空きびん回収
カゴ：緑色

⑥不燃ごみ
回収カゴ

PET ボトルの回収ネット・カゴ

⑦ペットボトル専用
の回収ネット袋

⑧キャップ専用
回収カゴ

⑨プラスチック
コンテナ
(ラベル)

⑩燃やすごみ
コンテナ（汚れた
ペットボトル）

＊   表中の太字ゴシック体のごみは、リサイクル、リユースの対象です。

（注１）http://www.city.wako.lg.jp/home/kurashi/gomi/_7628/bunbetsukeikaku.html

（注２）ペットボトル以外のプラスチック類については、「ごみ分別・マナーシリーズ：

個別編（１）」をご覧ください。


